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は じめに

本チャシは昭和61年 夏、筆者の一人である松田

が地表性甲虫の調査のため、付近一体を踏査中に

発見 した ものである。

同年10月25日 、金盛 らは以久科北区お よび美咲

地先の海岸保安林内の遺跡分布調査 を行った際に

同チャシを再確認 した。

その結果、従来知 られているチャシとは立地の

点で若干相違が認められ、さらには知里真志保に

よって採録されたシレトコウンクルのチ ャシであ

る可能性 も考えられるため、ここに報告すること

に した。

なお、ウツナイチャシとは後述する地名のウツ

ナイルエサンにちなんだものであるが、ウツナイ

とは、斜里川の一枝流であったウエ ンベ ツからさ

らに枝別れ して トーツル沼に突き抜けて行 く小流

をさしてウツ(脇 骨)ナ イ(川)と 呼ばれていた

のに由来する。

また、この地点はかつて発掘調査の行われた宇

津内遺跡のちょうど北側にあた り、斜里側右岸の

砂丘列中で最 も幅が広 く、汀線か ら南側の低平地

に至る距離はおよそ700メ ー トルである。

立 地

このチャシは、斜里市街 より西方約4キ ロメー

トルの砂丘上にある。砂丘は網走市北浜か ら斜里

町峰浜まで、およそ35キ ロメー トルほど続 き、も

っとも古い砂丘は縄文海進の頃の生成と思われる

が、現在は既に安定期にはいってお り、ミズナラ、

カシワを優先種としてイタヤカエデ、ハ リギ リ、ハ

ルニレ等の卓越する広葉樹林帯である。チャシは

この旧砂丘の北縁に位置する(図1)。

新砂丘に相当する図に示 した鉄道の北側はイタ

ヤカエデ、エゾノコリンゴ、ハマナス等の中低木

が見られるほかは樹木類は少なく、ハマニンニク

を主体 とした草原地帯 となって海浜地へ続いてい

る。

また、チャシのある旧砂丘の特徴の一つとして

非常に起伏が激 しい点があげられる。最 も低い所

では標高3メ ー トル、高い所では30メ ー トルを越

える。

チャシはその中の二本の溝状の窪地に挟 まれた

東西に延びる標高16メ ー トルの砂丘上にある。舌

状丘部の北側の傾斜はきつ く南側はこれよりもや

や緩い。

形 態

標 高16メ ー トル の 地 点 で南 北 に走 る 溝 は20メ ー

トル の 長 さでL字 型 に お れ 、 西 に35メ ー トル伸 び

た と ころ で 途 絶 え て い る。 舌 状 丘 部 の先 端 部 を切

る よ う に も う一 本 の 溝 が 南 北 に掘 られ て い る。 東

側 の 溝 の 長 さ は13メ ー トル で あ る。 した が っ て 、

長 軸55メ ー トル 、 短 軸20メ ー トル の 長 方 形 を呈 す

る大 型 の チ ャ シで あ る(図2)。

また 、 溝 の も っ と も深 い 部 分 は180セ ンチ メー

トル を越 え 、最 大 幅 は4メ ー トル で あ る。

こ こで 注 意 し な け れ ば な ら な い こ と は 、通 常 チ

ャ シは 海 ・川 ・湖 ・平 野 の い ず れ か を臨 む 丘 陵 上

に位 置 す る の で あ るが 、 この チ ャ シの 場 合 、 海 浜

地 まで300メ ー トル 程 度 で あ る が 、そ の 中 間 に 同 じ

く東 西 に延 び る14メ ー トル級 の砂 丘 列 が あ り、 海

へ の 視 界 を さ え ぎっ て い るの で あ る。

したが っ て 、 す くな くと も海 を見 通 す 位 置 に あ

る と は い い が た い 。 また 、 付 近 には 一 本 の 川 もな

く、 平 野 を臨 む位 置 で も な い 。 わ ず か に 、 南 北 の

両 側 に疑 似 河 川 と もい うべ き細 長 い 窪 み は あ る も

の の 、 こ れ は 砂 丘 の 生 成 時 に 生 じた 凹 凸 の 一 部 で

あ っ て(お そ ら く新 砂 丘 と旧砂 丘 との境 目)、 か

っ て川 が 流 れ て い た もの で は な い 。 い っ て み れ ば

極 め て視 界 の 悪 い 林 中 の 凸部 に構 築 され た チ ャシ

と い う こ とが で きる の で あ る 。
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斜里町宇津内遺跡地形図

図1.ウ ツナイチャシ位置図(「 宇津内遺跡」より)
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図2.ウ ツナイチャシ実測図

伝 承

知 里 真 志 保(知 里:1955)に よれ ば 、 菊 地 儀 之

助 翁 の話 し と して 、 か つ て トー ツ ル沼 の そ ば に コ

タ ン(ト ー コ タ ン:江 戸 時 代 の ほ と ん どの 紀 行 文

に登 場 す るが 、 この こ ろす で に廃 村 に な って い た

ら しい)が あ り、 そ こ に シ レ トコ ウ ン ク ル の チ ャ

シ が あ った と記 録 して い る(知 里:1955)。

筆 者 ら は まだ トー ッ ル 沼 周 辺 で こ の チ ャ シ を確

認 して い な い が 、 あ る い は 我 々が ウ ッナ イ チ ャ シ

と した も のが そ れ で あ る の か も しれ な い 。しか し、

トー ツ ル沼 と現 在 地 とは お よ そ4キ ロ メ ー トル の

距 離 が あ る た め 、 た だ ち に断 定 しが たい面 もある。

この こ とに つ い て は さ ら に トー ツ ル沼 周 辺 を精

査 す る こ とに よ っ て結 論 を得 た い 。

地名との関係

以上の ように、このチャシに直接関係する伝承

及び記録は現在のところ得 られていないため、ど

のコタンとの関わ りを持っていたチャシなのか、

また、その利用形態は如何なるものであったか、そ

していつごろのものであったか ということについ

ては不明であるが、この利用に何等かの関係があ

ると思われるものに地名がある。

明治30年 の陸測図1/5万 によれば、ちょうどこ

の位置にウツナイルエサンという地名がある。ウ

ツナイルエサンとは海岸か ら砂丘を越えて 「ウツ

ナイに降 りてい くところ」 と解釈で きるのである

が、このことはある時代 に交通路として利用されて

いたと考えることができる。

さて、ウツナイルエサ ンの出て くる文献 として

は次のものがある。 「東西蝦夷山川地理取調図」

(松浦武四郎:1859)、 北海道蝦夷語地名解(永

田方正:1927)、 仮製5万 分1地 形図(参 謀本部

陸地測量部:1897)、 斜里郡内アイヌ語地名解(知
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里 真 志 保:1955)が あ る。 こ の ほ か ウ(フ)ッ ナ

イ と だ け あ る もの と して は公 務 日記(村 垣 淡 路 守

:1854)、 竹 四 郎 廻 浦 日記(松 浦 武 四郎:1857)、

東 微 私 筆(成 石 修:1857)が あ るが 、 こ の3件 は

川 の 名 前 とみ た 方 が よい と思 わ れ る。

したが っ て 、 初 出 は 松 浦 武 四郎 に よ る もの で あ

る と思 わ れ る が 、 こ の こ ろす で に 海 岸 か ら内 陸 に

向 か う道 は 、 お よ そ1.5キ ロ メー トル ほ ど斜 里 側

に 寄 っ た ニ ナ ルエ サ ンが と られ て い る。

つ ま り、 す くな く と も安 政 年 間 に は 交 通 路 と し

て は 用 い られ て い な か っ た 可 能 性 が あ る。

遺 跡 との 関 係

この 砂 丘 上 で 発 掘 さ れ た 遺 跡 に は 「宇 津 内 遺 跡 」

が あ る(米 村 他:1973)。

発掘 さ れ た の は 全 体 の ご く一 部 で あ るが 、 さ ら

にA・Bの ふ た つ の 地 点 に わ か れ て 発 掘 さ れ 、 そ

の う ちのA地 点 か ら縄 文 晩期 、 続 縄 文 期 の 遺 物 の

ほ か 、 一 点 で は あ るが ア イ ヌ期 の 内 耳 鉄 鍋 が 出 土

して い る。 宇 田 川(宇 田川:1985)に よれ ば 「送

り場 」 で あ ろ う とい う。

そ うだ とす れ ば 、 た だ ち に こ こ を コ タ ン の跡 で

あ る とは い い きれ な いが 、す くな くと も この 近 くに

コ タ ンが 存 在 して い た と考 え る こ とが で き る。

しか し、 こ の場 合 もチ ャ シ との 距 離 は 約1キ ロ

メ ー トル あ り、 直接 的 な関 係 に つ い て は 不 明 で あ

る。
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まとめ

以上をまとめると次のようになろう。 このチャ

シは見通 しの悪い林中に作 られたものである。ま

た、交通の要所に作 られた ものであるらしい。そ

して廃棄の年代は安政年間をくだらない と考 えて

間違いないが、構築年代 については火山灰(Me
-a 、Ma-b5)の 堆積状況を確認 していないた

め明らかでない。

末筆なが ら、チャシとコタンおよび送 り場の距

離的関係 について宇田川洋氏に御教示をいただい

た。御礼を申し上げたい。
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